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●新年あけましておめでとうございます！

【イスラエル訪問記】

1日、茨城１区の皆さんを代表して、皇居に

参内し新年祝賀の儀に参列してまいりました。

 YouTubeにて新年のご挨拶をさせていただき

ましたので、ぜひご覧ください。

ご覧ください

●超党派の議員団でイスラエル弾丸ツアーに行ってまいりました！

〈１日目〉

ユダヤ人の苦難の歴史を学び、10.8テロの悲惨な現場を視察し、生き残った方からの生の声を聞きました。

〈２日目〉

イスラエルの要人と意見交換しましたが、イスラエル側の意見を聞けば聞くほど和平の困難さを実感しました。

〈３日目〉

パレスチナを訪問し、パレスチナ人がおかれている厳しい状況、イスラエルの非道な行為を目撃してきました。

●スケジュール

・国立ホローコスト記念館「ヤド・ヴァシェム」の視察

・在日本イスラエル大使館のアサフ・セゲヴ公使と意見交換

・テロに遭ったキブツ（農村共同体）のクファー・アザの視察

・ナハル・オズの軍の監視基地の視察

・テロで最大の被害者を出した「ノヴァ音楽祭」の会場の視察

「ヤド・ヴァシェム」 「ノヴァ音楽祭」の会場

1月4日～8日の3泊5日で、超党派の議員団によるイスラエル弾丸ツアーに行ってまいりました。一部のSNSでは

イスラエル渡航に対する非難の声が上がっていますが、私が政治家である以上、イスラエル側の事情や主張と、パレ

スチナ側の事情や主張の双方を見聞きし、何を感じ、何をすべきと考えるかがが重要であると考えます。

今回の訪問でイスラエルの首脳と議論を重ねましたが、有効なパレスチナ問題の解決策が見いだせていないことに

大きな絶望を感じました。成熟した民主主義国でもあるイスラエルに、アラブ社会との共存の道を見出し、賢明な

選択を期待しますが、今はまだ明るい光は見出せません。

●スケジュール

・最大野党リーダーのメラヴ・ベン＝アリ議員との意見交換

・アミール・オハナ議長との意見交換

・ヘルツォグ大統領との意見交換

・ネタニヤフ首相との意見交換

クネセト（国会） 様々な意見交換の場に

●スケジュール

・シャギール北東アジア局長との意見交換

・サール外相との意見交換

～議員団から一時離脱し、現地に住む弟と弟の友人の

パレスチナ人ジャーナリストの案内で、大岡敏孝議員と

東エルサレム、ヨルダン川西岸へ～

・パレスチナ人居住地区の視察

・東エルサレムのシュファート難民キャンプの視察

・ラマッラ（パレスチナ自治区の事実上の首都）の視察

・ユダヤ人入植が進行中のウンム・サッファ村の視察

議員団と別れ、パレスチナ人ジャーナリストから
東エルサレム、ヨルダン川西岸の案内を受ける
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